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わ
た
し
は
人
生
も
道
と
思
え
ま
す
が
、
そ
の
中
の
お
絵
か
き
も
道
で
す
。

12
年
ほ
ど
前
の
個
展
で
、
有
名
な
先
生
が
「
ま
あ
、
道
ば
か
り
ね
」
と
。

そ
う
言
え
ば
そ
う
だ
と
思
え
た
も
の
で
す
。
道
に
は
優
し
い
、
厳
し
い
、

雨
の
中
、
晴
れ
た
日
、
季
節
ご
と
に
変
わ
る
色
や
形
、
数
え
切
れ
な
い

思
い
の
数
々
が
。
そ
れ
を
心
に
絵
に
す
れ
ば
、
動
き
や
遠
近
な
ど
が
表

現
で
き
て
、
モ
チ
ー
フ
と
し
て
手
放
さ
れ
ま
せ
ん
。
今
後
も
沢
山
の
絵

に
し
て
い
き
ま
す
よ
。

（
上
林
常
哲
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
よ
り
）

村
の
氏
神
様
の
参
道



第
３
回
支
部
執
行
委
員
会
は
１
月
14
日
、
旗
び
ら
き
の
前
に
12

人
の
出
席
で
行
い
、
以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
南
区
革
新
懇
・
総
会
（
12
月
21
日
）

○
支
部
と
し
て
革
新
懇
に
加
入
し
て
い
た
の
か
、
再
確
認
す
る
。

②
建
交
労
中
央
本
部
「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」
京
都
支
部
「
職
場
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
集
約
状
況

○
69
枚
づ
つ
回
収
。
次
回
の
執
行
委
員
会
で
集
約
の
討
議
。

③
京
都
高
運
連
・
自
治
体
交
渉

○
事
務
局
よ
り
連
絡
が
届
か
ず
、
今
年
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

２
．
支
部
「
旗
び
ら
き
」
開
催
の
最
終
確
認

①
参
加
申
し
込
み
の
状
況

②
式
次
第
（
時
間
配
分
）
と
担
当
者
の
確
認

４
．
今
後
の
取
り
組
み

①
建
交
労
京
都
府
本
部
・
第
30
回
府
本
部
委
員
会

○
１
月
25
日
㈰
10
時
～
12
時
、
高
齢
者
会
館
に
て
。
府
本
部
の

春
闘
方
針
の
決
定
。

○
代
議
員
４
名
の
選
出
。

②
京
都
府
知
事
選
の
取
り
組
み

○
３
月
19
日
告
示
、
４
月
５
日
投
票
。
京
都
華
頂
大
学
・
藤
井

伸
生
名
誉
教
授
が
立
候
補
。

○
民
主
府
政
の
会
南
区
連
絡
会
の
担
当
に
、
山
口
副
委
員
長
。

○
「
高
齢
者
会
館
民
主
府
政
の
会
」
の
立
ち
上
げ
。

③
確
定
申
告
相
談
会

○
南
区
生
健
会
よ
り
連
絡
あ
り
、
２
月
25
日
㈬
14
時
ご
ろ
よ

り
３
階
会
議
室
と
日
程
変
更
。

２
月
23
日
㈪

民
主
府
政
の
会
・
南
部
府
民
集
会
（
14
時
30
分
～
、

文
化
パ
ル
ク
城
陽
）

25
日
㈬

確
定
申
告
相
談
会
（
14
時
～
16
時
、
高
齢
者
会
館
）

建
交
労
・
春
闘
要
求
第
一
次
回
答
指
定
日

３
月
３
日
㈫

民
主
府
政
の
会
・
府
民
大
集
会
（
18
時
45
分
～
、

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
）

４
日
㈬

建
交
労
・
中
央
行
動
（
～
５
日
、
東
京
）

７
日
㈯

バ
イ
バ
イ
原
発
京
都
集
会
（
14
時
、
円
山
野
外
音

楽
堂
）
集
会
後
に
京
都
市
役
所
ま
で
デ
モ
行
進

８
日
㈰

建
交
労
京
都
府
本
部
・
春
闘
決
起
集
会
（
ラ
ボ
ー

ル
京
都
）
知
事
選
決
起
集
会
を
兼
ね
る

19
日
㈭

京
都
総
評
・
組
織
拡
大
宣
伝
（
７
時
～
７
時
50
分
、

近
鉄
上
鳥
羽
口
駅
）

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

原発とめよう！
福島原発事故から15年 福島に思いはせ みんなでデモしよう

バイバイ原発3･7きょうと
日時：３月７日㈯ 14時開会･15時30分デモ出発

場所：東山区⊡円山公園野外音楽堂

福島に想いを寄せ、毎年、東日本大震災の３月11日前後の日程で集い、京都

から「脱原発」を訴え続けてきました。

多様な市民が、脱原発の願いのもと結集し、世論を動かそうというこの取り組

みは、全国的にも貴重なものとなってきています。

政府は「原発回帰」に舵をきり、老朽原発の活用、新規原発の建設を進めよう

としています。脱原発の訴えは、新しい段階を迎えました。

私たちは今後とも、粘り強くこの訴えを続けていきます。 事故の風化を許さ

ず、脱原発に向けさらに前進するために、今年も「バイバイ原発3・７きょうと」

の開催を呼びかけます。多くの皆さんのご参加・ご賛同をお願いします。

建交労 京都府本部

26春闘⊡知事選勝利決起集会
３月８日㈰午前10時より

（11時より西院交差点で宣伝行動）

ラボール京都（中京区四条御前⊡労働会館）４階第７会議室



今
年
の
新
春
旗
び
ら
き
も
例

年
通
り
、
ネ
ス
カ
フ
ェ
・
ゴ
ー

ル
ド
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
と
、

ロ
ー
ソ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
を
用
意
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

ま
ず
主
催
者
を
代
表
し
て
松

永
委
員
長
が
挨
拶
、
続
い
て
来
賓
と
し
て

京
都
高
齢
者
福
祉
事
業
団
の
木
ノ
下
理
事

長
と
宇
治
高
齢
者
事
業
団
の
加
藤
代
表
理

事
、
次
い
で
建
交
労
京
都
府
本
部
の
重
村

委
員
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

続
い
て
、
京
都
総
評
か
ら
梶
川
議
長
に

お
こ
し
い
た
だ
き
、
来
る
４
月
の
京
都
府

知
事
選
挙
に
向
け
、
い
ま
の
京
都
府
政
の

状
況
や
問
題
点
と
、
私
た
ち
が
実
現
す
べ

き
希
望
と
展
望
が
持
て
る
京
都
府
政
へ
の

転
換
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
２
つ
。
ま

ず
中
村
隆
雄
さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
。

ハ
ン
カ
チ
や
ロ
ー
プ
、
ト
ラ
ン
プ
を
使
っ

た
手
品
の
数
々
を
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
は
高
齢
者
施
設
な
ど
で
慰
問
公
演
さ

れ
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

１
月
14
日
㈬
午
後
、
執
行
委
員
会
の
開
催
後
に
、
の
べ
38
人
が
参
加
し

て
、
恒
例
の
「
新
春
旗
び
ら
き
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
か
ら
連
帯
の

ご
挨
拶
を
受
け
た
後
、
文
化
行
事
と
し
て
、
今
年
は
中
村
隆
雄
さ
ん
の
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
洛
北
青
年
合
唱
団
の
演
奏
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲重村府本委員長

▲中村隆雄さんのマジックショー

▲洛北青年合唱団のみなさん

▲梶川総評議長



続
い
て
洛
北
青
年
合
唱
団
か
ら
４
人
を

お
迎
え
し
て
演
奏
会
。
歌
詞
の
冊
子
も
ご

用
意
い
た
だ
い
て
、
最
後
は
会
場
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
み
ん
な
で
歌
っ
て
、
和

や
か
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
（
山
川
）

建
交
労
京
都
支
部
の
皆
さ
ま
、
旗
び
ら

き
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
建
設
・
交
通
・
関
連
産
業
で

働
く
仲
間
の
雇
用
と
安
全
、
生
活
と
権
利

を
守
る
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

物
価
高
が
続
く
一
方
で
実
質
賃
金
の
低

下
が
止
ま
ら
ず
、
現
場
で
は
人
手
不
足
や

長
時
間
労
働
、
安
全
対
策
の
後
退
な
ど
、

深
刻
な
課
題
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
今

年
の
春
闘
で
は
す
べ
て
の
労
働
者
の
大
幅

賃
上
げ
と
と
も
に
、
た
だ
ち
に
全
国
一
律

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
以
上
の
実
現
、
公

契
約
条
例
の
制
定
及
び
拡
充
と
公
共
工
事

の
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
、
下
請
け
・

孫
請
け
に
ま
で
賃
上
げ
が
行
き
渡
る
仕
組

み
の
確
立
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
よ
り
も
軍
事
費
を
優
先
す
る
政

治
の
も
と
で
、
現
場
の
声
を
結
集
し
、
社

会
を
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
一
層
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

産
別
・
地
域
を
超
え
た
連
帯
の
力
で
、

働
く
者
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
、
と
も
に
前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

建
交
労
京
都
支
部
の
更
な
る
発
展
と
組

合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
・
ご
奮
闘
を
心

よ
り
祈
念
し
、
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い

た
し
ま
す
。

２
０
２
６
年
１
月
14
日

南
地
区
労
働
組
合
協
議
会

議
長

北
村
邦
俊

守ろう ９ 条！ 生かそう 憲法!! なく そう 貧困! ! !( ５ )

南
地
区
労
よ
り
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
回
の
支
部
旗
び
ら
き
に
対
し
て
、
南
地
区
労
（
京
都
総
評
南
地
区
労
働
組
合
協

議
会
）
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
に
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

▲会場での合唱風景 ▲山田憲治さん



藤
井
さ
ん
は
社
会
保
障
な
ど
が
専
門
で
、

現
在
は
京
都
保
育
団
体
連
絡
会
会
長
の
ほ

か
、
京
都
社
会
保
障
推
進
協
議
会
副
議
長
、

全
日
本
年
金
者
組
合
京
都
府
本
部
副
委
員

長
を
務
め
、
市
民
運
動
の
第
一
線
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

立
候
補
に
当

た
っ
て
の
記
者

会
見
で
は
、
府

民
の
暮
ら
し
応

援
施
策
と
し
て
、

ケ
ア
労
働
者
の

賃
上
げ
支
援
、

医
療
費
の
自
己

負
担
補
助
（
18

歳
ま
で
と
65
歳
以
上
の
無
償
化
、
加
齢
性

難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
補
助
、
若
者
や
高

齢
者
な
ど
の
家
賃
補
助
制
度
創
設
、
小
学

校
給
食
無
償
化
支
援
な
ど
を
掲
げ
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
の
京
都
延
伸
計
画
に
つ
い

て
、
巨
大
ト
ン
ネ
ル
が
通
過
す
る
こ
と
に

よ
る
環
境
破
壊
や
財
政
負
担
へ
の
懸
念
を

示
し
「
延
伸
計
画
は
中
止
す
べ
き
」
と
明

言
し
ま
し
た
。
ま
た
、
政
府
が
府
内
で
の

自
衛
隊
基
地
拡
充
や
原
発
再
稼
働
を
進
め

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
反
対
の
立
場
を

示
し
、
「
国
の
政
策
に
追
随
す
る
の
で
は

な
く
、
地
方
自
治
と
し
て
住
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
判
断
を
行
う
べ
き
」
と
訴
え

て
い
ま
す
。

（
山
川
）

介護保険制度の充実と介護労働者の労働条件改善を！ ( ６ )

暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
京
都
府
政
へ

京
都
府
知
事
選
挙

３
月
19
日
告
示
、
４
月
５
日
投
開
票

立候補会見での藤井伸生さん

任
期
満
了
に
伴
う
京
都
府
知
事
選
挙
で
、
京
都
華
頂
大
名
誉
教
授
の
藤
井
伸
生
氏

ふ

じ

い

の

ぶ

お

が
１
月
に
無
所
属
で
立
候
補
を
表
明
し
ま
し
た
。
支
部
執
行
委
員
会
は
、
府
民
・
高

齢
者
の
生
活
の
向
上
、
京
都
の
ま
ち
を
守
る
た
め
、
藤
井
さ
ん
を
知
事
と
し
て
推
薦

す
る
こ
と
を
予
定
し
、
民
主
府
政
の
会
に
結
集
し
て
、
知
事
選
挙
に
取
り
組
み
ま
す
。

京都府知事選挙の
運動資金カンパにご協力ください
暮らしの悲鳴に応え、いのち・暮らしをまもる府政の実現へ、選挙活動の諸

経費は、組合員のみなさんからの任意のカンパによって支えられています。

物価高騰で厳しい中ですが、ぜひご協力いただきたく、お願い申し上げます。

今月、カンパ袋を同封しました。ご同意いただける場合は、高齢者会館２階

の募金箱、あるいは最寄りの執行委員にお渡しください。



日
本
機
関
紙
協
会
大
阪
府

本
部
『
宣
伝
研
究
』
が
選

ぶ
書
籍
を
紹
介
し
ま
す
。

『
盗
伐

林
業
現
場
か
ら
の
警
鐘
』

田
中
淳
夫
著

無
法
が
は
び
こ
り
森
林
破
壊
へ

国
内
の
森
林
で
盗
伐
が
横
行
し
、
被
害

を
訴
え
て
も
警
察
も
行
政
も
ま
と
も
に
対

応
し
な
い
実
態
が
衝
撃
的
だ
。
宮
崎
県
で

被
害
者
の
会
が
結
成
さ
れ
、
国
会
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
初
め
て
警
察
が
動
く
始
末
。

ほ
と
ん
ど
の
被
害
者
が
泣
き
寝
入
り
だ
と

い
う
。
し
か
も
、
違
法
木
材
が
出
回
っ
て

い
る
。
な
ぜ
こ
ん
な
無
法
が
21
世
紀
に
ま

か
り
通
る
の
か
。

内
外
の
林
業
の
現
場
を
丹
念
に
取
材
し
、

林
業
界
に
は
び
こ
る
儲
け
主
義
、
行
政
の

事
な
か
れ
主
義
を
告
発
。
気
候
変
動
の
時

代
、
森
林
破
壊
は
致
命
的
で
あ
る
。
森
林

行
政
の
刷
新
と
林
業
の
健
全
化
を
訴
え
る
。

著
者
の
指
摘
通
り
、
一
般
市
民
も
も
っ
と

森
に
関
心
を
持
た
な
け
れ
ば
。

『
ス
マ
ホ
の
中
身
も
「
遺
品
」
で
す

デ
ジ
タ
ル
相
続
入
門
』

古
田
雄
介
著

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ネ
ッ
ト
銀
行
、
生
体
認
証
、

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

浸
透
を
前
に
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応
し
、

準
備
す
べ
き
か
。

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
「
デ
ジ
タ
ル
遺
品
」
相
続
は
法
整

備
も
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
想
像
以
上
に

厄
介
で
あ
る
。
そ
の
整
理
・
処
理
方
法
を

指
南
す
る
。
遺
さ
れ
た
人
が
困
ら
ぬ
よ
う

デ
ジ
タ
ル
終
活
の
方
法
も
紹
介
。

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ７ )

おすすめ
の1 冊

2024年４月

新泉社

四六判270ページ

本体2000円

2020年１月

中公新書ラクレ

220ページ

本体880円

２
月
の
ま
ち
が
い
さ
が
し

２
つ
の
絵
で
違
い
が
８
ヵ
所
あ
り
ま
す
。

（
答
え
は
10
ペ
ー
ジ
）



３
月
１
日
㈰

嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車
運
転
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

３
月
２
日
㈪

関
白
忌
／
平
等
院
（
宇
治
市
宇
治
蓮
華
）

３
月
３
日
㈫

春
桃
会
／
三
十
三
間
堂

３
月
８
日
㈰

金
剛
定
期
能
／
金
剛
能
楽
堂
（
烏
丸
中
立
売
）

３
月
10
日
㈫

保
津
舟
の
日
（
川
開
き
）
／
亀
岡
市
の
乗
船
場

３
月
13
日
㈮

春
の
い
け
ば
な
展
／
池
坊
ビ
ル
ほ
か

特
別
展
と
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
／
高
台
寺
圓
徳
院

３
月
14
日
㈯

和
漢
朗
詠
・
曲
水
の
宴
／
北
野
天
満
宮

伏
見
酒
フ
ェ
ス
／
月
桂
冠
昭
和
蔵
（
伏
見
区
）

京
都
博
覧
会
／
岡
崎
公
園
（
平
安
神
宮
前
）

３
月
21
日
㈯

狂
言
草
咲
会
／
大
江
能
楽
堂
（
押
小
路
柳
馬
場
）

和
泉
式
部
忌
／
誠
心
院
（
新
京
極
六
角
下
ル
）

美
山
あ
ま
ご
釣
り
体
験
／
南
丹
市
美
山
町
安
掛
下

３
月
22
日
㈰

禅
寺
体
験
教
室
（
座
禅
）
／
大
徳
寺
大
仙
院

３
月
25
日
㈬

春
の
特
別
公
開
／
京
都
御
所

３
月
27
日
㈮

御
室
花
ま
つ
り
／
仁
和
寺

３
月
28
日
㈯

え
い
で
ん
星
空
観
望
会
／
妙
満
寺
（
叡
電
木
野
）

利
休
忌
／
大
徳
寺
聚
光
院

３
月
29
日
㈰

い
す
１
グ
ラ
ン
プ
リ
／
京
田
辺
ク
ロ
ス
パ
ー
ク

弥
生
の
あ
れ
こ
れ

＝

伏
見
の
蔵
開
き＝

や

よ
い

醸
造
酒
は
、
発
酵
（
微
生
物
が
糖
を
ア
ル
コ
ー
ル
に
変
え
る
）

と
い
う
工
程
の
た
め
、
雑
菌
の
繁
殖
が
弱
い
冬
に
造
る
こ
と
が
多

い
（
冷
蔵
設
備
を
整
え
て
、
年
中
生
産
す
る
「
四
季
醸
造
」
も
増

え
ま
し
た
が
）
。
冬
に
仕
込
ん
だ
日
本
酒
が
完
成
す
る
春
に
、
多

く
の
酒
蔵
で
「
蔵
開
き
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
京
都
府
は
日
本
酒
の

生
産
量
全
国
２
位
の
大
産
地
で
（
１
位
は
断
ト
ツ
で
兵
庫
県
）
、

伏
見
は
半
径
1.5
㌔
の
中
に
21
蔵
が
あ
る
「
酒
蔵
の
あ
る
街
」
で
す
。

伏
見
酒
フ
ェ
ス
（
３
月
14
日
）

伏
見
酒
造
組
合
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
（
後
援
は
大
阪
国
税
局
）
で
、

会
場
は
伏
見
区
片
原
町
（
竹
田
街
道
大
手
筋
上
ル
）
の
月
桂
冠
昭

和
蔵
。
こ
の
工
場
に
は
大
き
な
屋
根
が
あ
っ
て
雨
天
決
行
。
会
場

は
５
回
の
完
全
入
替
制
で
、
朝
９
時
40
分
か
ら
夕
方
４
時
入
場
ま

で
各
回
千
人
ず
つ
。
80
分
間
楽
し
ん
で
、
15
分
間
で
入
退
場
。

18
の
酒
蔵
が
１
銘
柄
ず
つ
出
品
、
そ
の
中
か
ら
４
品
の
清
酒
を

選
ん
で
試
飲
す
る
。
気
に
入
っ
た
酒
を
買
う
販
売
ブ
ー
ス
も
あ
る
。

入
場
料
は
２
千
円
で
、
こ
れ
で
３
勺
の
猪
口
４
杯
分
の
試
飲
。
入

場
券
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス
マ
ホ
）
で
事
前
予
約
制
、
先
着
順

と
な
っ
て
い
る
。
入
口
で
ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
せ
る
ら
し
い
。

同
日
は
、
伏
見
エ
リ
ア
内
で
は
12
の
酒
蔵
の
蔵
開
き
を
は
じ
め
、

「
伏
見
夢
百
衆
」
（
南
浜
町
の
月
桂
冠
旧
本
店
）
で
の
「
き
き
酒

ふ
し
み
ゆ
め
ひ
ゃ
く
し
ゅ
う

会
」
や
、
地
元
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
開
催
さ
れ
ま
す
。

（
山
川
）

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ８ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



１
月
25
日
、
今
回
も
「
久
世
健
康
友
の
会
・
歩
こ
う
会
」
の
催

し
で
、
わ
ら
天
神
～
平
野
神
社
～
北
野
天
満
宮
の
コ
ー
ス
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
朝
ゆ
っ
く
り
目
に
出
か
け
、
市
バ
ス

「
わ
ら
天
神
前
」
で
下
車
。
自
宅
付
近
は
晴
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

バ
ス
を
降
り
る
と
細
か
い
雪
が
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
停
か
ら
少
し
北
に
行
く
と
「
わ
ら
天
神
宮
」
が
あ
り
、
階

段
を
上
が
り
参
道
を
進
む
と
本
殿
。
正
式
名
称
を
「
敷
地
神
社
」

し

き

ち

と
云
い
、
天
長
５
（
８
２
８
）
年
の
大
雨
、
大
地
震
の
際
、
淳
和

じ
ゅ
ん
な

天
皇
が
創
建
、
木
花
開
耶
姫
命
を
祭
神
と
定
め
祀
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

「
わ
ら
天
神
宮
」
の
名
称
は
「
古
来
よ
り
稲
わ
ら
で
編
ん
だ
籠
で

神
饌
を
捧
げ
て
お
り
、
や
が
て
抜
け
落
ち
た
わ
ら
を
安
産
を
願
う

妊
婦
さ
ん
が
持
ち
帰
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
後
に
そ
の
わ
ら
を

切
り
取
り
、
安
産
の
お
守
り
と
し
て
妊
婦
さ
ん
に
授
与
す
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
わ
ら
の
お
守
り
の
珍
し
さ

か
ら
〝
わ
ら
天
神
宮
〟
と
い
う
通
称
名
が

広
ま
り
、
定
着
し
ま
し
た
」
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
安
産
・
子
授
け
に
か
か
わ
り

の
薄
く
な
っ
た
一
行
は
、
簡
単
に
お
参
り

を
済
ま
せ
、
次
の
神
社
へ
。

西
大
路
通
を
下
が
る
と
「
平
野
神
社
」

で
す
。
ま
ず
目
に
す
る
の
は
沢
山
の
桜
の

木
。
桜
は
生
命
力
を
高
め
る
象
徴
と
し
て
、

神
社
で
は
平
安
時
代
よ
り
植
樹
さ
れ
、
現

在
で
は
約
60
種
４
０
０
本
あ
り
ま
す
。
貴

族
た
ち
は
長
い
期
間
、
様
々
な
桜
を
楽
し

み
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
庶
民
に
も
夜
桜

が
開
放
さ
れ
「
平
野
の
夜
桜
」
は
花
見
の

名
所
と
な
り
ま
し
た
。
約
１
か
月
半
、
様
々
な
種
の
桜
を
愛
で
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
そ
の
時
期
に
来
た
い
も
の
で
す
。

平
野
神
社
か
ら
西
に
少
し
歩
く
と
「
北
野
天
満
宮
」
。
こ
こ
は

菅
原
道
真
公
（
菅
公
）
を
祭
神
と
す
る
全
国
約
１
万
２
千
社
の

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

か
ん
こ
う

天
満
宮
・
天
神
社
の
総
本
社
で
す
。
古
来
「
北
野
の
天
神
さ
ん
」

と
親
し
ま
れ
、
入
試
合
格
・
学
業
成
就
・
文
化
芸
能
・
災
難
厄
除

祈
願
の
お
社
と
し
て
幅
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
25
日
は

「
天
神
さ
ん
の
日
」
で
知
ら
れ
る
ご
縁
日
。
菅
公
の
誕
生
日
の
６

月
25
日
と
薨
去
さ
れ
た
２
月
25
日
に
由
来
し
、
参
道
に
露
店
が
所

狭
し
と
立
ち
並
び
、
こ
の
日
も
ス
ゴ
イ
賑
わ
い
。
外
国
の
人
も
沢

山
来
ら
れ
、
露
天
商
と
の
や
り
取
り
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

北
野
天
満
宮
は
梅
で
も
有
名
、
当
日
は

「
紅
梅
・
白
梅
」
と
も
に
色
づ
い
て
、
カ

メ
ラ
マ
ン
が
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
も
目
の
保
養
を
し
て
、
喧
噪
な
場

所
か
ら
退
避
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ９ )

わ
ら
天
神
～
平
野
神
社
～
北
野
天
満
宮
を
散
策

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

▲わら天神宮

北野天満宮・天神市 ▲平野神社



昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
京
都
盆
地
で
積
雪
は
な

か
っ
た
と
思
う
。
今
年
は
雪
の
日
が
多
い
。

防
寒
対
策
を
し
っ
か
り
さ
れ
て
、
作
業
に

当
た
っ
て
く
だ
さ
い
。
寒
い
と
体
が
硬
く

な
っ
て
、
思
わ
ぬ
事
故
に
遭
い
か
ね
な
い
。

あ
っ
と
い
う
間
の
衆
議
院
総
選
挙

先
月
の
『
仲
間
』
を
制
作
し
て
い
る
頃
は

噂

程
度
が
、
高
市
首
相
は
い
き
な
り
衆

う
わ
さ

議
院
を
解
散
し
て
総
選
挙
を
行
い
、
今
月

号
を
発
行
す
る
前
に
は
終
わ
り
ま
し
た
。

▼
こ
の
慌
た
だ
し
い
総
選
挙
の
結
果
、
自

民
党
が
議
席
の
３
分
の
２
を
占
め
る
圧
勝
。

思
う
に
、
今
回
の
選
挙
は
政
策
論
争
で
は

な
く
「
指
導
者＝

高
市
早
苗
を
評
価
す
る

選
挙
」
に
変
わ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

▼
個
々
の
政
策
よ
り
も
リ
ー
ダ
ー
像
へ
の

共
感
・
支
持
が
、
政
治
的
選
択
に
直
結
す

る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
▼
加
え
て
北
朝
鮮

情
勢
を
踏
ま
え
た
安
全
保
障
不
安
、
中
国

の
覇
権
主
義
的
な
強
硬
外
交
が
、
保
守
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
志
向
拡
大
に
作
用
し
た
。

▼
一
方
で
、
裏
金
問
題
や
統
一
教
会
問
題

は
主
要
争
点
化
せ
ず
、
社
会
保
障
の
充
実

や
政
治
倫
理
の
改
善
、
経
済
格
差
是
正
と

い
っ
た
政
策
は
、
現
政
局
下
で
は
注
目
さ

れ
な
か
っ
た
。
▼
高
市
首
相
は
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
積
極
財
政
や
防
衛
関
連

投
資
な
ど
の
経
済
政
策
で
景
気
浮
揚
を
図

る
。
し
か
し
円
安
進
行
と
物
価
高
、
財
政

悪
化
、
対
中
関
係
悪
化
な
ど
、
不
安
材
料

も
残
る
。
▼
働
か
な
け
ば
生
活
で
き
な
い

社
会
的
弱
者
の
高
齢
者
自
身
が
団
結
し
、

一
層
声
を
上
げ
な
け
ば
、
置
き
去
り
に
さ

れ
る
状
況
が
強
ま
り
ま
し
た
。

（
や
）

( １０ )

まちがいさがしのこたえ


